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自分らしく幸せに生きるために「三自分らしく幸せに生きるために「三
芳町家庭教育宣言」をもとに事業芳町家庭教育宣言」をもとに事業
を継続。全小中学校で「三芳町未を継続。全小中学校で「三芳町未
来探究プレゼンテーション大会」来探究プレゼンテーション大会」
を開催します。また、子どもの声を開催します。また、子どもの声
を活かした校則の見直しを行い、を活かした校則の見直しを行い、
社会へ参画する態度を育てます。社会へ参画する態度を育てます。

今年度も共生社会実現のため、引今年度も共生社会実現のため、引
き続き LGBTQ ＋に関する理解促き続き LGBTQ ＋に関する理解促
進と宣誓制度の周知に努めてまい進と宣誓制度の周知に努めてまい
ります。また、在住外国人の方々ります。また、在住外国人の方々
へ向けた、日常生活に必要な支援へ向けた、日常生活に必要な支援
や交流に関する事業を実施し、多や交流に関する事業を実施し、多
文化共生社会を目指します。文化共生社会を目指します。

共生社会共生社会 子どもが自分らしく子どもが自分らしく
多様なあり方を認め合う 未来を切り拓く力の育成

シティプロモーションサイト「わ
が街ポータル」で情報発信や地域
活性化へ。「ふるさと大使」との連
携を強化し、町イベントなどで活
躍していただきます。また、「広報。また、「広報
みよし」、各種 SNS、動画等を活みよし」、各種 SNS、動画等を活
用し町の魅力を発信していきます。用し町の魅力を発信していきます。

シティプロモーションシティプロモーション
町の魅力を発信

「よみ愛・読書のまち」をさらに「よみ愛・読書のまち」をさらに
推進し、生涯にわたり読書の喜び推進し、生涯にわたり読書の喜び
を共有できるまちづくりに努めまを共有できるまちづくりに努めま
す。また、読書の動機づけや学校す。また、読書の動機づけや学校
等との連携を行うとともに、藤久等との連携を行うとともに、藤久
保地域拠点施設での新図書館開館保地域拠点施設での新図書館開館
に向け、準備を進めます。に向け、準備を進めます。

よみ愛・読書のまちよみ愛・読書のまち
豊かな読書活動を

芸術文化の推進芸術文化の推進
心豊かに充実

モルックやラケットテニスなど誰モルックやラケットテニスなど誰
もが楽しむことのできるニュースもが楽しむことのできるニュース
ポーツ大会や、大崎オーソル埼ポーツ大会や、大崎オーソル埼
玉による学校での事業を開催しま玉による学校での事業を開催しま
す。スケートボード人気の高まりす。スケートボード人気の高まり
を受け、総合体育館北側にスケーを受け、総合体育館北側にスケー
トボード場の整備を行っています。トボード場の整備を行っています。

スポーツの促進スポーツの促進
スポーツに親しむ

文化財を保護・保存するため、歴文化財を保護・保存するため、歴
史民俗資料館で文化財の調査 ･ 保史民俗資料館で文化財の調査 ･ 保
存 ･ 修復 ･ 展示公開を行うととも存 ･ 修復 ･ 展示公開を行うととも
に、文化財解説板の更新や広報なに、文化財解説板の更新や広報な
どを通じて情報発信を行っていきどを通じて情報発信を行っていき
ます。また、ボランティアを活用ます。また、ボランティアを活用
した事業に取り組みます。した事業に取り組みます。

文化財の保護・保存文化財の保護・保存
町の歴史を受け継ぐ

非 認 知 能 力 の 育 成 や 探 究 的 な非 認 知 能 力 の 育 成 や 探 究 的 な
学 び な ど の 取 り 組 み を ま と め学 び な ど の 取 り 組 み を ま と め
た「MOVE プ ラ ン 」 を 推 進 した「MOVE プ ラ ン 」 を 推 進 し
ます。また、現在、中学校に設ます。また、現在、中学校に設
置している教育支援室を小学校置している教育支援室を小学校
にも設置することで、不登校児にも設置することで、不登校児
童生徒の支援を充実させます。童生徒の支援を充実させます。

多様な学びの推進多様な学びの推進
主体的・対話的な学び

今年度も引き続き、「こども家庭セ今年度も引き続き、「こども家庭セ
ンター」を稼働し、一体的に相談支ンター」を稼働し、一体的に相談支
援を実施。また、ひとり親家庭や養援を実施。また、ひとり親家庭や養
育支援が特に必要な家庭等対して、育支援が特に必要な家庭等対して、
関係機関と協力して子どもの居場関係機関と協力して子どもの居場
所を提供し、誰一人取り残さない所を提供し、誰一人取り残さない
包括的な支援を実施していきます。包括的な支援を実施していきます。

子育て支援子育て支援
健やかな成長と幸せを

グローバル社会の進展に対応できグローバル社会の進展に対応でき
る力を育むため、中学生のマレーる力を育むため、中学生のマレー
シア派遣を継続し、以前相互交流シア派遣を継続し、以前相互交流
のあったオーストラリアへ親善大のあったオーストラリアへ親善大
使を派遣します。また、オランダ使を派遣します。また、オランダ
はオンラインによる現地校との交はオンラインによる現地校との交
流を実施します。流を実施します。

国際交流国際交流
文化や教育で交流

授業での使用のほか、地域の指定授業での使用のほか、地域の指定
避難所の学校の体育館。今年度で避難所の学校の体育館。今年度で
全小中学校体育館の空調整備が完全小中学校体育館の空調整備が完
了予定。藤久保中学校ではトイレ改了予定。藤久保中学校ではトイレ改
修を行います。また、学校への不修を行います。また、学校への不
審者の侵入対策のため、小中学校審者の侵入対策のため、小中学校
に防犯カメラを設置していきます。に防犯カメラを設置していきます。

学校のトイレ・空調整備学校のトイレ・空調整備
学校生活に安心を

昨年は芸術祭を春と秋に拡充し、昨年は芸術祭を春と秋に拡充し、
若手の育成のための「みよしアフ若手の育成のための「みよしアフ
タヌーンコンサート」を毎月開催タヌーンコンサート」を毎月開催
することで、芸術文化に触れる機することで、芸術文化に触れる機
会を提供しました。今年度も、「芸会を提供しました。今年度も、「芸
術文化推進基本計画」の推進プロ術文化推進基本計画」の推進プロ
グラムを着実に実施していきます。グラムを着実に実施していきます。
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0295㎝の目線からみえる95㎝の目線からみえる
子どもにやさしいまちづくり子どもにやさしいまちづくり

デフリピックを通してデフリピックを通して
共生社会の実現へ共生社会の実現へ

みんなでつくる子どもの幸せ

ろう者のオリンピックを応援

昨昨 年度、日本ユニセフ協会 CFCI
委員会より「ユニセフ日本型

CFCI 候補自治体」の承認をいただき
ました。今後２か年をかけて、「ユニ
セフ日本型 CFCI 実践自治体」に向
けて「95cm の目線」、「わかりやす
く、子どもへの配慮がなされた」子ど
もの目線で施策を策定し、実践してい
きます。様々な施策を子どもの目線で
ブラッシュアップするため、子どもの
声を聴き、それらを具現化するととも
に、子どもの意見表明の中から町の施
策に反映できる事業に対して、その費
用の補助を行います。子どもの行政へ
の参画を促進するために「子どもまち
づくり会議」も設置を予定しています。
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「共創」のまちづくり「共創」のまちづくり
町の魅力を共に創る

共創のまちづくりを実現するた共創のまちづくりを実現するた
め、自由に意見を語れる「共創のめ、自由に意見を語れる「共創の
まちづくりプラットフォーム」をまちづくりプラットフォーム」を
立ち上げました。住民、企業、団立ち上げました。住民、企業、団
体等と協議し、プラットフォーム体等と協議し、プラットフォーム
の活動を活発化させ、まちづくりの活動を活発化させ、まちづくり
のアイディアを募っていきます。のアイディアを募っていきます。
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第第 1 回デフリンピックの開催から1 回デフリンピックの開催から
100 年目を迎える今年、日本100 年目を迎える今年、日本

で初開催となる「東京 2025 デフリンで初開催となる「東京 2025 デフリン
ピック競技大会」が開幕します。町でピック競技大会」が開幕します。町で
は、障がいのありなしに関わらず多様は、障がいのありなしに関わらず多様
な人が互いに支えあう「共生社会」をな人が互いに支えあう「共生社会」を
実現し、誰ひとり取り残さない「ウェ実現し、誰ひとり取り残さない「ウェ
ルビーイングのまちづくり」をめざしルビーイングのまちづくり」をめざし
ます。また、町ではマレーシアのデフます。また、町ではマレーシアのデフ
リンピック選手団の事前キャンプが行リンピック選手団の事前キャンプが行
われる予定です。選手の皆さんが、万われる予定です。選手の皆さんが、万
全の体制で競技当日を迎えることがで全の体制で競技当日を迎えることがで
きるよう支援するとともに、マレーシきるよう支援するとともに、マレーシ
ア選手と住民の皆さんの交流する機会ア選手と住民の皆さんの交流する機会
や全小中学生や住民がデフリンピッや全小中学生や住民がデフリンピッ
クを観戦する機会の創出も行います。クを観戦する機会の創出も行います。


